
FRP＋二重目亜鉛メッ鉛9命は20年前後が中心であった。既設ケーブルの状況例を写真1

に示す。これは布設後 28年経過したものであり，部分的に鎧

装鉄線が断線し，海底の岩礁に乗り上げているルートでは，絶

縁破壊事故が発生する危険がある。断線している鎧装鉄線の先

端形状は針状にとがっているため，単純な機械的磨耗による損

傷では無く，従来から研究・報告されているように電食による

損傷と考えられる。

そこで今回，海底ケーブルの長期信頼性の向上を図るため，

実フィールドにおける鎧装の損傷状況の調査を行い，ケーブル

構造の改良検討を進めた。
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実フィールドにおける調査は，沖縄電力（株）殿が5年周期








